
な

ら

ヽヽ

井
戸
は
石
組
み
の
も
の
で
、
直

径
約
三

。
一
人
ｍ
の
円
形
を
呈
し

て
お
り
、
深
さ
は
約
二

。
九
六
ｍ

で
あ
る
。
地
表
面
か
ら
約
二

・

四
ｍ
ま
で
逆
台
形
状
に
掘
り
込
ん

だ
後
、
曲
物
を
設
置
す
る
部
分
を

約
○

・
五
六
ｍ
掘
り
く
ぼ
め
て
い

る
。
曲
物
は
三
段
に
積
み
上
げ
、

そ
の
最
上
部
か
ら
花
商
岩
の
自
然

石
を
組
む
。
年
代
は
、
出
土
遺
物

か
ら
、　
三

一世
紀
後
半
か
ら

一
三
世
紀
初
頭
頃
ま
で
の
も
の
と
考
え
る
。

石
の
組
み
方
に
は
特
徴
が
あ
り
、
ま
ず
二
〇
―
四
〇
印
大
の
若
千
細
長
い
形

の
も
の
を
基
礎
に
敷
き
並
べ
、
次
に
一暴
込
め
の
土
を
入
れ
な
が
ら

一
〇
―
二

〇
卿
大
の
様
々
な
形
の
も
の
を
約
三
〇
側
の
高
さ
ま
で
積
み
上
げ
た
後
、
再
度

二
〇
―
四
〇
伽
大
の
若
干
細
長
い
形
の
も
の
を

一
段
積
ん
で
い
る
。
こ
の
様
な

積
み
方
を
四
回
繰
り
返
し
、
上
部
ま
で
積
み
上
げ
て
い
る
。

曲
物
の
大
き
さ
は
下
段
に
設
置
さ
れ
た
も
の
か
ら
順
に
、
直
径
四

一
伽
高
さ

二

一
・
五
釦
厚
さ
五
ｍｍ
、
直
径
四
五
伽
高
さ
二
七
∽
厚
さ
五
ｍｍ
、
直
径
五
〇
伽

高
さ
二
〇
釦
厚
さ
五
ｍｍ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
曲
物
の
う
ち
最
下
段
の
も
の
に
墨

書
が
施
さ
れ
て
い
た
。
井
戸
内
か
ら
は
、
瓦
器
椀
、
白
磁
椀
、
土
師
器
小
皿
、

土
師
質
羽
釜
、
須
恵
質
練
り
鉢
、
砥
石
な
ど
が
出
土
し
た
。

大
阪
・奈
良
井
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
四
條
畷
市
中
野
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
八
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
四
條
畷
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
村
上
　
始

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
、
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

奈
良
井
遺
跡
は
、
生
駒
山
系
か
ら
西
へ
派
生
す
る
段
丘
上
に
立
地
し
、
東
西

三
二
〇
ｍ
南
北
三
〇
〇
ｍ
の
範
囲
が
、
古
墳
時
代
の
集
落
跡

・
祭
祀
遺
跡
、
鎌

倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の

集
落
跡
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い

２
つ

。今
回
の
発
掘
調
査
は
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
工
事
に
伴
う
も
の
で
、

識

調
査
面
積
は
一
〇
〇
九
ポ
で
あ

靴
る
。
検
出
し
た
遺
構
は
、
掘
立

頬

柱
建
物
、
土
坑
、
溝
、
井
戸
な

ど
で
あ
る
。

全 体



2003年 出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

□

□

阿
口
□

」
　

　

　

　

　

　

戯

二

ｏ
×
酎

Ｏ

Ｓ

）
×
莉

伽
　

ｏ
自

曲
物
は
槍
材
で
、
墨
書
は
側
板
の
外
面
に
ニ
カ
所
見
ら
れ
る
。
「阿
」
以
下

は
曲
物
に
対
し
て
縦
方
向
に
、
諭
酬
〕以

下
は
曲
物
に
対
し
て
横
方
向
に
書
か

れ
て
い
る
。

曲
物
は
蒸
し
器
な
ど
を
再
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
下
端
に

小
さ
な
孔
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
今
回
出
土
し
た
山
物
の
う
ち
、
他
の
二
点
に

は
孔
を
確
認
で
き
た
が
、
こ
の
曲
物
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
従

っ
て
、
下

部
を
欠
い
て
井
戸
枠
と
し
て
再
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
「阿
」
の
墨
書
の

右
下
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
数
文
字
が
続
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ＺＯ
。な

お
、
釈
読
及
び
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化

財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
、
中
村

一
郎
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

四
條
畷
市
教
育
委
員
会

『奈
良
井
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
』
全
一〇
Ｑ
二

年
）

（村
上
　
始
）

E茉ぺ〕 □
□□ □

□□

部分 赤外線デジタル写真




